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長きにわたり町内会長や連合会長として地域コミュニティの発展
のため御活躍された方々を毎年表彰しています。今年度の表彰受賞
者及び感謝状贈呈者に決定した皆様を紹介します。（敬称略）

町 内 会 等 功 労 者 表 彰 受 賞 者 紹 介

郡山市自治会連合会会長表彰

〈町内会等の長として通算７年以上在任し、その功績が顕著である方〉

郡山市長感謝状

〈町内会等連合会組織の長として通算３年以上在任し、その功績が顕著である方〉

緑ケ丘地区町内会連合会 長峯 栄一
小山田地区町内会連合会 大関 裕嗣

行徳地域方部連合会 斎藤 雄治
エクレール郡山自治会連合会 佐久間 昭

〈町内会等の長として通算10年以上在任し、その功績が顕著である方〉

〈町内会等連合会組織の長として通算４年以上在任し、その功績が顕著である方〉

東部地区町内会連合会 増子 哲也
大成地区町内会連合会 天野 景明

金透駅前方部町内会連合会 古川 將男
行徳地域方部連合会 斎藤 雄治

回覧

郡山市舞木町内会 永沼 光夫
郡山市緑ケ丘西二丁目町内会 村上 直
下町第一町内会 川嶋 孝吉
土瓜町内会 昆 德郎
台新西町内会 佐藤 寅五郎
香久山町会 飯島 幹年
針生第三町内会 箭内 將男
百合ケ丘町内会 渡邉 一二

長者睦町会 影山 幸一
大二町内会 樋口 辰彦
北井町内会 岡崎 久雄
喜久田町第二区 千葉 正義
日の一町内会 藤橋 大吉郎
舘町内会 佐藤 鎭雄
久保田９方部 馬嶋 耕作

水門町町内会 降矢 正
大平第一町内会 伊藤 好弘
殿町町内会 神谷 一
桑野三丁目町内会 服部 健二
長者第六町会 遠藤 民雄

北町町内会 佐藤 正明
蔵場町親交会 五十嵐 酋平
一ツ坦住宅町内会 伊藤 常治
福原中第７町内会 紺野 定男

アパートへの勧誘活動や、近所に引っ越してきた方へのご挨拶など…町内会活動を
知っていただくきっかけづくりに、町内会加入促進キャンペーンチラシをご利用くだ
さい。詳しくは各町内会長又は事務局にお問合せください。

町内会に加入した方から抽選で200名様に郡山市特産品が当たる

町内会加入促進キャンペーンを実施しています！

近所に引っ越してきた
方に挨拶に行ってみた
いけれどきっかけがな
くて…

町内会に加入してごみ
出しのルールなども
知って欲しいなぁ

７月27日に表彰式の開催を予
定していましたが、台風８号に
よる影響を考慮し、８月30日に
開催を延期しました。



会 長 鈴木 光二（中央）
副会長 松﨑 昭（西田）
副会長 國分 晴朗（中央）
会計理事 日下俊一郎（中央）
監 事 栁沼 愑（中央）
監 事 猪俣 昭彦（田村）
監 事 坂本 大（中央）
理 事 長峯 栄一（中央）

理 事 天野 景明（中央）
理 事 大和田一朗（中央）
理 事 渡邊 顕（中央）
理 事 古川 将男（中央）
理 事 渡部 奎吾（中央）
理 事 佐藤 幸男（中央）
理 事 吉田 善守（中田）
理 事 千葉 正義（喜久田）

理 事 藤橋大吉郎（日和田）
理 事 杉岡 正夫（富久山）
理 事 後藤 秋夫（熱海）
理 事 古川 榮（逢瀬）
理 事 鹿又 進（片平）
理 事 佐藤 宗良（湖南）
理 事 八代 實（安積）
理 事 小林 喜正（三穂田）

令和３年度 郡山市自治会連合会役員名簿

令和３年度 郡山市自治会連合会事業計画

町内会等連合
組織支援事業

・年３回会報の発行
・ウェブサイトの運営
http://www.koriyama-jichiren.com/

広 報 事 業

町 内 会 等
運 営 に 係 る
調査研究事業

・町内会加入促進キャンペーンの実施
・町内会への加入促進に関する協定
（市・不動産業２団体）に基づく取組

加入促進事業

令和３年度郡山市自治会連合会
定期総会を書面で開催しました

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、昨年度に続き書面により定期総会を
開催しました。7月19日に会長、議事録署
名人、事務局で書面表決書を集計し、昨
年度の事業及び決算報告、本年度の事業
計画及び予算、役員の選出についての全
ての議案が承認されました。

郡山市自治会連合会事務局

〒963-8601郡山市朝日一丁目23番7号
（郡山市市民・NPO活動推進課内）

電話 024-924-1888
FAX 024-931-5186
メール k-jichiren@abnet.or.jp
ｳｪﾌﾞｻｲﾄ http://www.koriyama-jichiren.com/

紹介

唐傘行灯花火は三穂田町富岡の鎮守亀賀森神社の秋祭りに打ち上げられる仕掛け花火です。御神輿渡御
が神社に還御後、神社付近で花火が30分にわたって打ち上げられ、その間、地元青年団の太鼓や笛による
囃子が続けられます。他にも笹あんどん、地雷火、菊花壇などの花火も打ち上げられます。
この花火は、角型の枠行灯の上に閉じた唐傘が取り付けられたもので、導火線によって枠行灯に火が移

ると花火が四方に飛び散ります。その後、上部の唐傘に火が移り、閉じられた唐傘が開き、光が雨のよう
に降り注ぐ仕掛けになっています。
唐傘行灯花火は明治初期に雨乞い、豊作、家内安全を祈願して始められたそうです。

大槻友仙の「明治見聞實記」には、1885（明治18）年頃の「富岡村社祭花火」の中で、
行燈花火・珍しき花火と記してあります。また、花火の図も描き添えてあり、一段目の
行灯部分の図のみで傘の部分がないので、傘の仕掛けはその後に考案されたものと考え
られます。戦前までは地元青年団により火薬の調合が行われていましたが、戦後に「火
薬取締法」が制定されてからは、花火師の手によって行われ
るようになりました。
現在は「唐傘行灯花火保存会」が結成され、市の指定重要

無形民俗文化財になっており、亀賀森神社氏子の寄付金など
により伝承維持されています。令和２年は新型コロナウイル
ス感染防止のため中止となり、今年も感染が収束しない状況
のため、実施について検討中です。

（文：三穂田町区長会 会長 小林 喜正）

三穂田町 富岡の唐傘行灯花火

・郡山市自治会連合会会長表彰
（町内会長７年、連合会長３年）
・回覧板の配布

・視察研修の実施や、他団体の研修受入
・危険箇所、避難場所等視察研修
・加入促進等に係る施策の検討

三穂田町
第２弾！


